在宅介護者の会事業助成金交付要綱
（目　的）
第１条　この事業は、寝たきり高齢者等を介護している家族が相互に交流をし、介護者自身が
自分の健康を考え、心身とも健康な生活をめざすとともに、介護している家族の福祉の向上を図ることを目的とする。
（実施主体）

第２条　この事業の実施主体は、西条市社会福祉協議会支部（以下「支部社協」という。）とする。

（事業の運営）

第３条　支部社協は、在宅介護者の会を組織化または運営するため、関係機関、団体、ボランティアの協力を得ながら実施するものとする。

（事業対象者）

第４条　この事業の対象者は、寝たきり高齢者等を介護している家族とする。
（事業内容）
第５条　この事業の内容は、概ね次の各号のとおりとする。

（１）　在宅介護者の情報交換や交流、親睦を図る活動

（２）　寝たきり高齢者、それに準ずる人及び介護者の健康、介護等に必要な研修活動
（３）　その他、目的達成のために必要な活動
２　事業実施にあたり、寝たきり高齢者等を介護している家族が主体となり、運営できるよ
う配慮して行なうものとする。

（事業実施方法）

第６条　事業の実施方法は、公民館、集会所等において開催するものとする。
（助成金の額）

第７条　事業実施に要する費用の助成基準額は、参加介護者数に1,800円を乗じた額に10,000円を加算した額とする。
２　助成金は、助成基準額と支出額とを比較して、少ないほうの額を助成金として交付する。
（助成金の交付申請及び実績報告）
第８条　助成金の交付を受けようとする支部社協の長（以下「支部長」という。）は、在宅介護者の会事業助成金交付申請書（様式第1号）に事業実績報告書（様式第２号）を添付して、西条市社会福祉協議会（以下「本会」という。）会長に提出しなければならない。
（助成金の確定及び交付決定）

第９条　本会会長は、前条による助成金交付申請書を受理したときは、これを審査し適当と認めたときは、助成金の額を確定し、支部長に対し助成金の交付を通知するものとする。

（助成金の請求）

第１０条　支部長は、前条による通知を受けたときは、速やかに助成金請求書（様式第3号）を本会会長に提出しなければならない。

（助成金の交付）
第１１条　本会会長は、前条による助成金請求書を受理したときは、助成金を交付するものとする。

（助成金の返還等）
第１２条　本会会長は、支部社協が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、既に交付している助成金の全部又は一部の返還を命ずることができる。

（１）　この要綱に定める条件に違反したとき。

（２）　この要綱により会長に提出した書類に偽りの記載があったとき。

（３）　助成金を目的外に使用したとき。

（４）　その他不正行為があったとき。

（その他）

第１３条　この要綱に定めるもののほか、助成金の交付に関し必要な事項は、本会会長が別に定める。

　　附　則
　この要綱は、平成19年4月1日から施行する。

　　附　則

　この要綱は、平成23年4月1日から施行する。
　　　附　則

　この要綱は、平成28年4月1日から施行する。

